
（別紙３）

～ 令和8年　1月23日

（対象者数） 24 （回答者数）

～ 令和7年　12月25　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・引き続き、職員間の連携を手厚くしていきます。

2

・引き続き、維持していきます。

3

・引き続き、保護者の方や関係機関との連携を丁寧に行ってまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

・どのように時間を確保するか職員間で話し合い、より良いやり方を模索
してまいります。

3

・保護者の考える「専門性」についてお聞きする機会を設けるなど、相互
理解に務めてまいります。

工夫していることや意識的に行っている取組等

・グループのお子さん一人一人が達成感を感じられるよう、
プログラムやスケジュールを組み立てている。また、お子さ
んの状態に合わせて柔軟に内容を変更している。
・フォーマルなアセスメントを複数実施し、インフォーマル
なアセスメントも大切にしながら支援プランを立てている。
・家庭や園での姿も把握し、支援内容の工夫に反映させてい
る。

保護者支援や関係機関連携を重視している。

令和8年1月24日

ホームページやSNS等を用いた情報発信が弱い ・児童発達支援だけのSNSではなく、会社全体のSNSになる
ため、毎回の活動の様子を発信できているわけではない。

保護者へ支援内容の報告の仕方

○保護者評価有効回答数

チームワークが良くとれている

○従業者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

・発信できる内容を精査し、発信の仕方について検討してまいります。

利用児の合わせた支援内容の立案に力を入れている。

事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援ひまわり掛川駅東校

プログラムの専門性についての説明や活動の狙いについての
発信が、保護者にとってわかりにくいことがある

○保護者評価実施期間

・限られた時間の中で報告できる職員の数が減った分、他の
保護者を待たせる時間が増えてしまった。急がなければとい
う思いから、必要十分なコミュニケーションが取れなかった
かもしれない。

○従業者評価有効回答数

・その日、通所されるお子さんの興味関心、難しい事を職員
全員が把握し、小集団活動の場面変化に誰もが臨機応変に対
応できるようになっている。

○事業所名

令和7年12　月15　日

・利用児一人ずつに担当の職員がつき、保護者からの相談や
在籍園との連携を行っている。
・保護者支援プログラムを全員に実施している。
・保護者がお子さんにとって必要な支援の申し出がしやすく
なるよう、整理する場を設けている。
・園に訪問して情報共有するだけでなく、検査結果を踏まえ
た支援計画について共通理解する場を設けている。

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・活動の狙いは毎回掲示してあるが、保護者に毎回見ていた
だくことを周知徹底してはいない。
・保護者会や親子教室にて活動の目的やねらいを具体的にお
伝えしているが足りていない可能性がある。

令和7年　12月　15日


